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令和５年３月 29日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横浜国際高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ ３月 18日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・国際教育を推
進し、質の高い
英語教育と多様
な言語や文化を
学ぶことによ
り、豊かな世界
観を身に付け、
国際社会の課題
を認識し、問題
解決能力を発揮
してグローバル
リーダーとして
活躍できる人材
の育成を図る。 

・教科横断型の
カリキュラムマ
ネジメントを実
践する。 
 
・総合的な探究
の時間のあり方
を研究する。 

・他教科や国際
バカロレアコー
スにおける授業
方法等を学校全
体で共有する機
会をより一層増
やす。 
 
・生徒による課
題発表の場を増
やすこと等を通
して、継続的に
問題解決能力を
身に付ける指導
計 画 を 構 築 す
る。 

・教科または全
体での振り返り
で、授業改善が
みられたか。 
生徒による授業
評価の結果で、
充実した学びが
できたか。 
 
・課題研究活動
を効率的に指導
及び評価できる
方法を作成でき
たか。 
 
 

・主に公開研究授
業によって、指導
のノウハウを学校
全体で共有した。
また、生徒による
授業評価では、項
目２「他者の考え
を知り、自らの考
えを広げ深める機
会がある」で最も
高 い 評 価
（ 3.4/5 ） を 得
た。 
 
 

・授業研究のテー
マを意識した授業
づくりが日常的に
行われるよう、テ
ーマの周知を徹底
し、職員間の意識
の統一を図る。 
 
・課題研究のより
組織的な指導の実
現のために、指導
の計画やノウハウ
の共有に取り組
む。 

・中学３年生の段階で、
高校についての認知度や
子供の理解が少ないので
はないかと思う。また、
国際科と国際バカロレア
コース間で転籍可能なシ
ステムがあるとよい。 
 
・公開研究授業は教員同
士がお互いに成長できる
機会なので今後も続けて
欲しい。 
 
 

・今年度の成果として、公開
研究授業によって、指導のノ
ウハウを学校全体で共有でき
たことが挙げられる。 
 
・今年度も授業見学や生徒に
よる授業評価に基づく協議を
通じて、組織的な授業改善に
取り組むことができた。 
 
・生徒による課題発表の場を
増やすこと等を通して、継続
的に問題解決能力を身に付け
る指導計画を構築することが
できた。 
 

・新年度は授業研究のテーマを

意識した授業づくりが日常的に

行われるよう、授業テーマの周

知を徹底し、更に職員間の意識

の統一を図る。 

 

・探究学習活動を効果的に指導

できる体制を整え、系統的な仕

組みを進める。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

・多様で柔軟な
生徒支援体制及
び相談体制の確
立を図り、規範
意識を身に付け
させるととも
に、生徒の自己
理解と相互理解
を深めるきめ細
かな指導・支援
を行う。 

・生徒を取り巻
く個別・全体的
な状況の把握に
努めるとともに
職員間での情報
共有を行い、生
徒・保護者が相
談しやすい教育
相談体制の構築
を行う。   
 
・自主自立につ
ながる生徒支援
体制を確立す
る。     
 

・各年次や保健
室、カウンセラ
ーとの連携・情
報交換を行い、
生徒の状況の早
期 把 握 に 努 め
る。教育相談や
こころの悩みの
相談についての
情報提供を適切
に行う。 
 
・生徒の自主的
な活動が、組織
全体の動きを見
通した形で運営
できるよう指導
助言を行う。 

・生徒の状況や
変容に気づき、
職員間での情報
共有をもとに適
切な対応ができ
た か （ 振 り 返
り） 
 
・生徒の主体的
な取組みによる
行事運営を支援
することができ
たか。 
 

・担任、教科担
当、保健室、 SC
との情報交換と連
携によって生徒の
状況把握を行い、
支援に活かすこと
ができた。相談内
容を踏まえて、年
次を超えて情報共
有と支援を行うケ
ースもあった。 
 
・生徒会活動が円
滑に行えるよう
に、またコロナ感
染予防による制限
のなかでの行事の
工夫など、生徒と
のミーティングを
重ね、生徒が主体
的に活動できるよ
う指導助言した。 
 

・困難を抱える生

徒が増えるなか、

適切な対応のため

には外部相談機関

との連携やさらに

教育相談体制を整

え職員にも相談方

法など周知してい

くことが大切であ

る。 
・文化祭など大き

な学校行事につい

ては、グループが

中心に動いていく

とともに職員全体

で業務を分担し、

引き継いでいける

ようシステムの構

築を行いたい。 

・精神的に弱い子が多い
と言われているが、運動
が鬱に良いとされてい
る。脳の活性化を図るに
は運動が効果的という考
えも存在するので、もっ
と運動してほしい。 
 
・不審者対策について、
例えば、生徒に名札をつ
けさせて、機械に通すシ
ステム等の導入できると
よいが、費用が掛かって
しまう。本校の七宝焼き
生徒バッジを身につけさ
せると、生徒かどうかが
判別できる。また本校関
係者同士の暗号を決めて
声をかけるなどのルール
を決めておくとよい。 

・今年度の成果として、各年
次や保健室、カウンセラーと
の連携・情報交換を行い、生
徒の状況の早期把握に努める
ことができたことが挙げられ
る。 
 
・コロナ禍であったが、生徒
会役員の生徒と連携し、生徒
の主体的な取組みによる行事
運営を支援することができ
た。 
 
・学校運営協議会委員からの
アドバイスにもあるが、不審
者対策について更なる訓練や
教職員間の意思疎通が必要で
あると考える。 

・生徒を取り巻く個別・全体的
な状況の把握に努めるとともに
職員間での情報共有を行い、生
徒・保護者が相談しやすい教育
相談体制の構築を行うことで、
生徒支援体制のさらなる充実に
向けて取り組む。     
 
・自主自立につながる生徒支援
体制の確立に向け、さらに生徒
が主体的に学校行事に取り組む
ことができるよう、生徒会活動
等のサポートを強化する。  

３ 進路指導・支援 

・海外を視野に
入れた各生徒の
進路希望を把握
し、その実現に
向け、学習意欲
を高め、幅広い
学力の習得と定
着を図るための
授業実践に取り
組む。 
 
・生きる力の育
成を目指し、自
主的に将来の進
路や職業につい

・生徒自らが学
力を把握し、目
標設定ができる
ように指導す
る。 
 
・教育活動にお
ける ICT の活用
を推進する。 

・国内及び海外
大学への進学に
向けたロードマ
ップを作成し、
３年間の見通し
のある進路指導
を行う。 
        
・カレッジカウ
ンセラーを２名
に増員し、これ
まで以上に進学
に必要となる情
報を生徒が主体
的に入手、活用

・ガイダンスル
ームの資料やチ
ュ ー タ ー 制 な
ど、さまざまな
進路支援体制を
生徒自身が積極
的に活用してい
るか。 
 
・大学が掲げる
アドミッション
ポ リ シ ー や 学
部・学科の特徴
やキャリア目標
を把握し、生徒

・３年間の指導計
画をもとに進路説
明会やワークショ
ップを実施し、
「何を学びたい
か」「自分のアピ
ールできる部分は
何か」を考えさせ
ながら進路実現の
支援を行った。 
  
・海外進学に興味
をもつ生徒を対象
にした classroom
を開設し、100 名

・一般選抜だけで

なく総合型選抜や

学校推薦型選抜な

ど、多様な受験方

法に対する支援を

充実させていく必

要がある。 

  
・韓国などの非英
語圏を目指す生徒
が増加しており、
生徒だけでなく保
護者に対しても計

・韓国への進学など英語
圏だけでないことが素晴
らしい。 
 
・海外大学への進学は円
安になっているので親の
経済状況によって、進学
したくてもできない生徒
がいるのではないかと心
配している。奨学金やそ
の他の支援の情報など、
先生方のサポートで励ま
されて進学に挑戦できる
生徒もいるので、是非、
お願いしたい。 

・今年度の成果として、カレ
ッジカウンセラーの組織改編
と拡充化（２名体制）を挙げ
ることができる。各年次にお
いて、統一した進路指導を目
指す仕組みづくりを確立する
ことができた。 
 
・国際科も IB コース（１期
生）もそれぞれの特色を活か
した選抜方法を活用し、国内
外大学への進学実績を残すこ
とができた。 

・引き続き、国内進学及び海外
進学にむけたロードマップを作
成し、３年間の見通しのある進
路指導を行う。 
 
・カレッジカウンセラー２名体
制を継続して、外部（英語圏以
外も視野を拡大）の連携を更に
充実させる。   
 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ ３月 18日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

て深く学び、人
生設計ができる
資質能力を育
む。 

できるよう支援
する。 

自身のキャリア
意識と結びつけ
ることができて
いるか。 
 
 

程度の生徒に向け
て定期的に海外留
学についての情報
提供を行うことが
できた。 
 

画的な情報提供を
図る必要がある。 

 
・北欧などでは、無料の
大学が存在すると聞いて
いる。様々な情報を得な
がら、長期的に進路先を
開拓するとよい。 
 

４ 地域等との協働 

・社会奉仕と環
境問題について
重点的に取り組
み、生徒が主体
的に関わりなが
ら、地域に開か
れた学校づくり
を行うととも
に、地域貢献・
国際貢献ができ
るようにする。 

・広報活動を通
して、地域に開
かれた学校づく
りを実践する。 
 
・高大連携の活
動を通じて、地
域貢献・国際貢
献に関する意識
を高める。 

・学校ホームペ
ージのさらなる
充実化を図り、
これまで以上に
学校の取組に関
する情報を掲載
するなど、充分
な広報活動を実
施する。 
 
高大連携協定校
である東京外語
大学や清泉女子
大学と更なる連
携 の 強 化 を 図
る。 

・学校説明会お
よび YIS 英語ス
ピーチコンテス
トにおいて、地
域の中学生およ
び保護者に本校
の取組について
理解を進めるこ
とができたか。 
 
・高大連携協定
校の体験授業等
を通じて、地域
貢献・国際貢献
に関する意識を
高められたか。 

・学校説明会(計
13 回実施)、IB コ
ース説明会、及び
YIS 英語スピーチ
コンテストを通じ
て、中学生および
保護者に本校の取
組みをご理解いた
だいた。 
 
・東京外国語大学
での体験授業に参
加し、地域貢献・
国際貢献に関する
意識を高めた。 

・今年度の学校説
明会では、主に動
画の視聴を通じて
本校の授業の様子
を紹介したが、動
画だけでは伝わら
ない魅力を理解い
ただくために、来
年度は体験授業や
部活動見学等も企
画し、本校の学び
や活動の魅力につ
いての理解の促進
を図りたい。 

・地域との連携が難しい
ところもあると思うが、
進めていけるとよい。
「国際高校通り」という
プレートがあるが、もっ
と作成して地域に掲示し
てもよいと思う。 
 
・業者によるトイレ清掃
が行われているのは良
い。トイレだけでなく、
ほかの場所も、いずれ業
者に清掃してもらえるよ
うになるとよいと思う。 

・学校説明会について、今年
度は昨年度の合計９回を超え
る合計 13 回の説明会を実施す
ることができた。地域の中学
生及び保護者に本校の取組を
理解いただくことができた。 
 
・学校ホームページやメディ
ア等による情報配信を積極的
に行い、地域の方々や中学生
に本校の特色や魅力を伝える
仕掛けを考える必要性を感じ
ている。 

・次年度は、動画による学校紹
介のコンテンツの充実化を図
り、中学生及び保護者の本校に
対する理解促進を図りたい。 
 
・中学生向けオンライン体験授
業など、これまでにない取組み
等に挑戦し、中学生のみなら
ず、中学校教職員への理解促進
を図りたい。 
 
・YIS 英語スピーチコンテスト
等、生徒の活躍の様子を動画等
で記録し、ウェブ学校紹介サイ
ト等で配信する。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・ワークライフ
バランスに配慮
した教員の働き
方改革を推進す
る。生徒の安全
のために教育環
境を整備し、併
せて事故・不祥
事防止に努め
る。 
 
・生徒の安全の
ために教育環境
を整備し、併せ
て事故・不祥事
防止に努める。 

・ワークライフ
バランスを考慮
したうえで、校
内のさまざまな
しくみを整備
し、皆が働きや
すい環境を整え
る。 
 
・不祥事防止を
全校的な取組と
して徹底してい
く。 

・行事予定や清
掃分担表などに
ついて更に吟味
し、よりよいも
のにしていく。 
 
・不祥事防止会
議ではより具体
的な内容を提示
し情報の伝達に
努めていく。 

・環境委員会の
活動により、校
内美化が進んだ
か。ICT 環境の
整 備 が 進 ん だ
か。 
 
・不祥事の事例
共有によって、
自らの問題とし
て認識し、徹底
した取組ができ
たか。 

・職員間の連絡に

ICT を活用するな

どして働きやすい

環境整備が進ん

だ。 

・不祥事防止の取

組みにより、職員

の意識の醸成を図

った。 

・一人一台端末活

用の年次進行及び

アクセスポイント

の増強などの取組

みにより、ICT を

活用した教育活動

が日常的に行われ

るよう推進した。 

・既存の業務の精

選を進めるととも

に業務分担を再検

討し、ワークライ

フバランスの実現

を制度面から支援

してゆく必要があ

る。 

・新館以外の施

設・備品が老朽化

しており、計画的

に改修め更新して

いく必要がある。 

・ICT の備品の経

年劣化がすすんで

おり、継続的に更

新する必要があ

る。 

・夏休みに一時帰国して
いる留学生などの人材を
活用して、海外の学習の
様子など話を聴く機会を
設けるとよい。国際科と
いうことで海外のことだ
け学ぶのではなく、日本
のことも知っていた方が
よい。 
 
・この学校に入学して海
外との交流をしたいとい
う生徒が多い中で、コロ
ナ禍でできなくなってい
た姉妹校交流等が、再開
できるとよい。 

・今年度の成果として 
① ICT関連環境の充実 
② 視聴覚資料も含めた図書館

資料の充実 
③ コロナ禍以前に相当する式

典等の実施 
④ 私費会計簿のチェック強化

による正確性の向上 
を挙げることができる。 
 
・業務分担を再検討し、ワー
クライフバランスの実現を制
度面から支援していく必要が
ある。 

・校内のさまざまなしくみを整
備し、ワークライフバランスを
考慮した教職員全員が働きやす
い環境を整える。 
 
・不祥事防止会議では引き続
き、より具体的な内容を提示し
情報の伝達に努めていく。 
 
・不審者の侵入事案を受け、学
校安全の確保に向けた対策につ
いて検討するとともに、教職員
向けのワークショップ等を実施
する。 

 


